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  タバココナジラミ バイオタイプQ
タバココナジラミ バイオタイプQは、1996年にスペインで初めて確認され、日本では
2005年、宮崎県での初確認により、侵入が発覚した。
その後、シルバーリーフコナジラミもタバココナジラミ バイオタイプBとして、タバココナジ
ラミのバイオタイプの別系統とされた。
特にバイオタイプQには効果の高い薬剤が少なく、難防除害虫として問題になっている。
また、両者は形態が非常に似ており、見分けがつかないため、双方に効果の高い薬剤の
使用がタバココナジラミ防除のポイントとなる。

に効果絶大！
その他のコナジラミにも効く。
に効果絶大！

その他のコナジラミにも効く。
に効果絶大！

その他のコナジラミにも効く。

それが  　　　　　　　   です。

タバココナジラミ

シルバーリーフコナジラミと
見分けがつかない！！

すす病の原因や
ウイルス病を媒介！！

殺虫剤が
効きづらい！！

補
正
死
虫
率(

％
）

A水和剤 B乳剤
1000倍　4000倍 2000倍　8000倍 1000倍　4000倍

99.0 97.8

70.1

46.7
33.8 28.2

サンマイト
フロアブル

タバココナジラミ（バイオタイプＱ主体個体群）に対する殺虫効果
（平成17年　宮崎県総合農業試験場）
試験方法：各薬剤を処理した葉片に、

タバココナジラミ バイオタイプＱ主体の個体群（成虫）を放虫し、
48時間後に生死を調査した。
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＊効果の比較のために、通常濃度と
1/4濃度で試験しています。
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●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
本資料は２０18年7月現在の知見を基に作成されています。

SAN-FLQ9

　　使用上の注意事項
●使用前によく振ってから使用してくだ
さい。
●使用量に合わせ薬液を調製し、使い
切ってください。
●本剤は植物体への浸透移行性がないの
で、かけ残しのないように葉の裏表に十
分に散布してください。
●ハダニ類は繁殖が早く、密度が高くなる
と防除が困難になるので、発生初期に
散布むらのないようにていねいに散布
してください。
●本剤の連続散布はハダニ類の本剤に対
する抵抗性を発達させるおそれがある
ので、できるだけ年１回散布とし、他の
殺ダニ剤との輪番で使用してください。
●茶に使用する場合、１～２葉期における
銅水和剤との混用は薬害を生ずるおそ
れがあるので、混用はさけてください。
●きゅうり、メロンに使用する場合、施設
内の極端な高温時や幼苗期では、新葉
に薬害を生じるおそれがあるので、この
時期の散布はさけてください。
●なすには果実の窪みや葉の黄化症状を
生じる恐れがあるので、付近にある場合
はかからないように注意して散布してく
ださい。
●さといもに使用する場合、葉に薬害を
生じるおそれがあるので、高温時の散
布は避けてください。
●蚕に対して影響があるので、周辺の桑
葉にはかからないようにしてください。
●ミツバチに対して影響があるので、以下
のことに注意してください。
①ミツバチの巣箱及びその周辺にかから
ないようにしてください。
②受粉促進を目的としてミツバチ等を放
飼中の施設や果樹園等では使用を避け
てください。
③関係機関（都道府県の農薬指導部局や
地域の農業団体等）に対して、周辺で養
蜂が行われているかを確認し、養蜂が
行われている場合は、関係機関へ農薬
使用に係る情報を提供し、ミツバチの危
害防止に努めてください。
●散布量は対象作物の生育段階、栽培形
態及び散布方法に合わせ、調節してくだ
さい。
●本剤の使用に当っては使用量、使用時
期、使用方法を誤らないように注意し、
特に初めて使用する場合は、病害虫防
除所等関係機関の指導を受けることが
望ましいです。
●適用作物群に属する作物又はその新品
種に本剤をはじめて使用する場合は、使
用者の責任において事前に薬害の有無
を十分確認してから使用してください。
なお、病害虫防除所等関係機関の指導
を受けることが望ましいです。

■上手な使い方
●使用時期　タバココナジラミ類の発生初期
●使用倍数　1,000倍

○コナジラミ類は主に葉裏を好んで寄生します。
　葉裏を中心に葉の表裏に十分かかるようてい
ねいに散布してください。
○抵抗性発現を回避するためにも、他剤とのロー
テーションで使用してください。

■有用昆虫への影響
●ミツバチ
　散布後4日以降導入可能
●マルハナバチ
　散布翌日導入可能

ミツバチ

マルハナバチ

農林水産省登録
第17814号

●成分：ピリダベン・・・20.0％
●毒性：医薬用外劇物

■適用病害虫と使用方法 ＊本剤およびピリダベンを含む農薬の総使用回数
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 総使用回数＊ 使用方法
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※1　但し、花穂を収穫しない場合にあっては開花期終了まで
※2　但し、花穂の発生期にはマルチフィルム被覆により散布液が直接花穂に飛散しない状態で使用する
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キュウリ退緑黄化病
葉に現れた退緑小斑点がその後増加し、癒合しながら黄化、拡
大する。症状が進展すると、葉脈沿いの緑色部分を残して葉の
全面が黄化し、葉縁は下側に巻く。黄化症状は成熟した葉のみ
に現れ、生長点付近の数枚の葉には明確な症状はみられない。
黄化葉が増えるにつれ、収量が低下する。

ピーマンすす病
葉、茎、実の表面が黒いすすのようなもので覆われ、実の商品
価値が損なわれる。また光合成も阻害されるため、植物体の生
長も悪くなる。

こんな被害をもたらしています。

タバココナジラミの生育ステージ

卵 幼虫 蛹 成虫

●メロンの被害

●ピーマンの被害（果実の白化（右））

前期 中期 後期 1齢 2齢 3齢 蛹 成虫
卵1） 幼虫2）
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0

実用濃度　200ppm

●作物：メロン（品種：アールスセイヌ夏Ⅱ）
●発生：多発生
●区制：1区10株 2反復
●散布：6月27日
●調査：各区から3～5株を選び、上・中・下位の各1
葉に寄生する成虫・蛹数を調査した。

散布後日数
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効きめが
長く持続する！

日産化学（株）生物科学研究所

平成17年　熊本県農業研究センター

もちろんその他のコナジラミ類も容赦しません！

タバココナジラミ＊1に対する残効性

タバココナジラミ各ステージに対する効果
卵～成虫まで
すべてに
余裕で効く！
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＊2LC50：供試したタバココナジラミの50％を死亡
させる濃度

リーフディスクスプレー法：
　1）卵は孵化幼虫の死虫率を含む
　2）処理7日後調査

＊2LC50
値

（ppm）

＊1バイオタイプQ主体個体群

＊3シルバーリーフコナジラミ主体個体群

●作物：メロン（品種：アールスセイヌ夏Ⅱ）
●発生：多発生
●区制：1区10株 3反復
●散布：7月15日
●調査：1区10株の下位葉から直径3cmの葉片を
サンプリングし、実体顕微鏡下で調査した。また、
散布6、17日後には上位葉についても同様に調
査した。

その他の被害
シルバーリーフコナジラミ＊3に対する防除効果
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■他剤との混用事例 ●：2例以上の混用試験において薬害が認められなかった　◎：使用直前の混用なら問題なかった　
▲：薬害の点で問題がある　×：混用不可（物性）
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薬　剤　名
区
　
分

薬　剤　名

アーデント（水）
アクタラ（SG）
アグリメック（乳）
アグロスリン（乳）
アグロスリン（水）
アタブロン（乳）
アディオン（乳）
アドマイヤー（水）
アドマイヤー（WG）
アドマイヤー（FL）
アニキ（乳）
アファーム（乳）
アプロード（水）
ウララ（DF）
エクシレル（SE）
エコピタ（液）
エスマルク（DF）
エンセダン（乳）
オルトラン（水）
オレート（液）
カスケード（乳）
キラップ（FL）
キラップバリアード（FL）
キラップＪ（水）
コテツ（FL）
コルト（WG）
サムコル（FL）
サンクリスタル（乳）
ジェイエース（溶）
スタークル（SG）
スターマイト（FL）
スピノエース（WG）
スプラサイド（乳）
ゼンターリ（WG）
ダニトロン（FL）
ダニサラバ（FL）
ダーズバン（乳）
ダニゲッター（FL）
ダントツ（溶）
チェス（WG）
デミリン（水）
テルスター（水）
トルネードエース（DF）
トレボン（乳）
ノーモルト（乳）
ハチハチ（乳）
ハチハチ（FL）
ハッパ（乳）
バリアード（WG）
ピラニカ（EW）
ファルコン（FL）
フェニックス（WG）
フェニックス（FL）
プレオ（FL）
プレバソン（FL）
ベストガード（溶）
マイトコーネ（FL）
マッチ（乳）
マトリック（FL）
マブリック（水）２０
モベント（FL）
マラソン（乳）
モスピラン（溶）
モスピランSL（液）
ラービン（FL）
ラービン（水）
ランネート（DF）
リーズン（WG）
ロディー（乳）
ロムダン（FL）
アフェット（FL）
アミスター20（FL）
アミスターオプティ（FL）
アリエッティC（水）
アリエッティ（水）

インダー（FL）
エムダイファー（水）
オンリーワン（FL）
オーソサイド（水）
オキシンドー80（水）
カスミンボルドー（水）
ガッテン（乳）
カリグリーン（溶）
カンタス（DF）
カンパネラ（水）
キノンドー（FL）
キャプレート（水）
クリーンカップ（水）
コサイドボルドー（水）
サプロール（乳）
ザンプロＤＭ（FL）
サンヨール（乳）
サンリット（水）
ジーファイン（水）
シグナム（WG）
ジマンダイセン（水）
ジャストフィット（FL）
ジャストミート（WG）
スコア（WG）
ストロビー（FL）
スミブレンド（水）
スミレックス（水）
Ｚボルドー（水）
ダイアメリット（DF）
ダイナモ顆粒
ダコニール1000（FL）
ドイツボルドーA（水）
ドーシャス（FL）
トップジンM（水）
トリフミン（水）
ナリア（WG）
バシタック（水）
ハーモメイト溶
パンチョＴＦ（WG）
ピクシオ（FL）
ファンタジスタ（WG）
ファンベル（WG）
フェスティバル（水）
フェスティバルＣ（水）
フェスティバルＭ（水）
フォリオゴールド（FL）
ブリザード（水）
フリント25（FL）
フルピカ（FL）
フロンサイド（水）
フロンサイドSC（FL）
プロパティ（水）
プロポーズ（WG）
ベフドー（水）
ベルクート（水）
ベルクート（FL）
ベンレート（水）
ボトキラー（水）
ホライズン（DF）
ポリオキシンＡＬ（水）
ポリオキシンＡＬ（乳）
マネージＭ（水）
モレスタン（水）
ラリー（水）
ライメイ（FL）
ランマン（FL）
リドミルＭＺ（水）
リドミルゴールドＭＺ（水）
リドミル銅（水）
ルビゲン（水）
レ―バス（FL）
ロブラール５００アクア（FL）
ロブラール（水）
ニーズ

殺虫剤

殺菌剤

殺菌剤

展着剤

勢力拡大中

防除には防除には防除には

殺虫剤が効きづらい
タバココナジラミ
　　　　　　　　　　  が増えている。

殺虫剤が効きづらい
タバココナジラミ
　　　　　　　　　　  が増えている。

殺虫剤が効きづらい
タバココナジラミ
　　　　　　　　　　  が増えている。

※アリエッティ（水）、同C（水）と混用する場合、必ずサンマイトフロアブルを最初に所定濃度に希釈してから、アリエッテｨ（水）、同C（水）を最後に加える。
2015年11月現在
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平成6年　熊本県農業研究センター

：幼虫・蛹数
：卵数
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